
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

イグノア・フィレンツォ

ドレイクナイト

神官

3

0

暗視、魔剣、飛行、竜化、光のブレス、弱点(魔法+2)

男 24

実は貴重な血統である
一族最後の生き残りである
蛮族の名誉を汚された

13

11

8

2 15 2

5 18 3

4 15 + 2 2

7 1 19 3

16 24 4

11 3 22 3

プリースト/風来神ル＝ロウド

ウォーリーダー

3

3

魔法拡大/数

魔法誘導

226

IB32

交易共通語

ドレイク語

汎用蛮族語

○ ○

○ ○

○ ○

怒濤の攻陣Ⅰ

怒濤の攻陣Ⅱ旋風

軍師の知略

聖印専用化 50

0 50

0

0

0

0

ソフトレザー

タワーシールド

7

17

0

3

2

5

ドレイクの魔剣（レイピア）
魔法の発動体　　

1H 8 0 0 0 8

冒険者セット

救命草x10

魔香草x10

850

3 18 54 0 5 28

0/× 6 6 6 33

神聖魔法 3 7

聖印

軍師徴章

怪力の腕輪

　彼は地方でも有名な貴族の三男坊だった。
　彼はドレイクとはいえ、決して好戦的ではなく、小鳥や小動物と戯れるのを好いていた。だけども、ドレイクである以上は、戦うための訓
練をしなければいけなかった。
　剣の稽古ではいつも負け、魔法の稽古ではいつも魔法を暴発させていた。
　そんな彼だったが、人を癒す神聖魔法だけは得意だった。彼は正義感が強く、真面目だったためか、彼を慕う人は大勢いた。
　しかし、そんな正義感が彼をどん底に突き落とした。
　ある日彼は、訓練の合間を見計らい街に散歩に来ていた。ちょうど昼時で賑わう街の路地裏に目が行ってしまった。
　そこには大柄の男が一人の少女を襲おうとしているところだった。
　彼の足は考えるよりもはやく動いていた。大柄の男をタックルで吹き飛ばし、少女の前に躍り出た。
考えなしの行動で、彼に勝算はなかった。大柄の男を前にして、足が震えそうになったが、少女がいることを思い出し気を強く持った。
　大柄の男は見たところバジリスクのようだった。下卑た笑みを浮かべたその男はそっと眼帯に手を伸ばし、彼を石化しようとした。
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